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電気事業法の法体系
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（施工令）
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（施工規則）

解釈・解説

国家標準等

引用 補足

電気事業法

電気事業法施工令

電気事業法施行規則
電気関係報告規則
電気設備技術基準

（電気設備に関する技術基準を定める省令）

電気設備技術基準の解釈

日本産業規格（JIS）
内線規程 等

最上位の「法律」である電気事業法を頂点とし、様々な「政令」・
「省令」により構成されています。一般的に上位のものは抽象的な記
載で、下位のものは具体的に記載されてます。本資料では最も詳細な
記載のある電気設備技術基準の解釈（以下解釈）を見ていきます。
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電気設備技術基準の解釈とは

「解釈」は省令を遵守するための手法・方法について、A4 250ペー
ジ以上にわたって詳細に記載されたものです。電気設備の設計・施
工・保守などを行う電気関連業者は必ず押さえておくべき資料とされ
ています。
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この電気設備の技術基準の解釈は、電気設備に関する技術基準
を定める省令に定める技術的要件を満たすものと認められる技術
的内容をできるだけ具体的に示したものである。

電気設備技術基準の解釈 前文抜粋
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磁界に関する記載内容一覧

記載内容 31条 39条 50条

1項 発生源対象 変圧器等 変電所等 電線路

規制値 商用周波数において200uT以下

2項 測定器の仕様 JIS C 1910-1に適合するもの

3項 測定方法 3種類 2種類 2種類

└付表 測定場所の具体例 4種類 2種類 4種類

「解釈」の中で磁界に関する記載は31条・39条・50条にあります。
発生源については変圧器等の電気設備の場合、変電所等の施設の場合
等、電線路の場合の3通りに分かれていますが、規制値は200uT以下
であること、測定器はＪＩＳ適合品を使うこととなっており、各条共
通となっています。
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変圧器等の磁界測定方法（31条3項）

第一号 第二号 第三号

磁界が均一であると
考えられる場合

磁界が不均一であると
考えられる場合

1m

1.5m

1m

0.5m

3点の
平均値

磁界が不均一であると考えられる場
合で、地下等に設置された変圧器等
の上に人が横になる場合

0.2m
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地表面から1mの高さで測定し
た1点を測定値とします。

地表面から0.5m、1m、1.5ｍ
の高さで測定し、3点の平均値を
測定値とします。
変圧器等の高さが1.5m未満の

場合は、高さの1/3倍、1/2倍、1
倍で測定し、3点の平均値を測定
値とします。

地表面から0.2mの高さで、最大の値
が出る地点Aを中心とし、その半径0.5m
の円周上で最大の値が出る地点B、Bの対
称地点C、ABCを通る線に対して直交す
る円周上の2点D、Eをそれぞれ測定し、
5点のうち上位3点の平均を測定値としま
す。

R=０．５ｍ

A

B

C

D E
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変圧器等の測定場所の具体例（31条3項 付表）

第一号 第二号 第三号

柱上に設置する
変圧器等の下の地表

柱上に設置する
変圧器等の周囲の建造物

地上に設置する
変圧器等の周囲

変圧器等を設置した部屋
の直上階の部屋の床

0.2m

変圧器等 変圧器等

変圧器等

0.2m

変圧器等
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変電所等の磁界測定方法（39条3項）

第一号 第二号

変電所等が地表にある場合

1.5m

1m

0.5m

3点の
平均値

変電所等が地下にある場合で、その
上に人が横になる場合
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地表面から0.5m、1m、1.5ｍ
の高さで測定し、3点の平均値を
測定値とします。

地表面から0.2mの高さで、最大の値
が出る地点Aを中心とし、その半径0.5m
の円周上で最大の値が出る点B、Bの対称
地点C、ABCを通る線に対して直交する
円周上の2点D、Eをそれぞれ測定し、5
点のうち上位3点の平均を測定値としま
す。

0.2m

R=０．５ｍ

A

B

C

D E
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第一号 第二号

変電所等の測定場所の具体例（39条3項 付表）

0.2m

地上に設置する変電所等の周囲 地下に設置する変電所等の
上に存在する住居等

変電所等

変電所等
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敷地境界
（フェンス等）



第一号 第二号

電線路の磁界測定方法（50条3項）

磁界が均一であると考えられる場合 磁界が不均一であると考えられる場合

1m

1.5m

1m

0.5m

3点の
平均値
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地表面から1mの高さで測定した1点を
測定値とします。

地表面から0.5m、1m、1.5ｍの高さで
測定し、3点の平均値を測定値とします。
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電線路の測定場所の具体例（50条3項 付表）

第一号 第二号

架空電線路の下の地表 架空電線路の
周囲の建造物

地中電線路の周囲 地中電線路と架空電線路
の接続部で電線路が工作
物に沿って地上に設置さ
れる部分

0.2m

架空電線路 架空電線路

地中電線路

0.2m

地中電線路

架空電線路
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おわりに
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最後まで資料をお読み頂きありがとうございます。

電気設備から発生する磁界の規制と測定方法に関して記載しました。

本資料は分かりやすさを優先するため、原文から表現の変更等を行っ
ています。また、「電気設備技術基準の解釈」は不定期に改正が行わ
れ、条番号等が変わる事があるため、必要に応じて最新の原文の確認
をお願いいたします。

原文を抜粋した参考資料も用意しておりますので併せてご覧ください。

なお、本資料の利用によって、お客様及び第三者に生じた損害におい
ては、当社は責任を負わないものとします。


